
 

平成28年９月９日 
サミット総務課 

 
 伊勢志摩サミットについて 

 
１ 経済効果 
伊勢志摩サミットの経済効果について、最終の試算を行いました。 
  項      目 試算額 中間試算時点 

経済効果 直接的な効果 約1,070億円 約1,071億円 

ポストサミットの経済効果 約1,489億円   ― 

パブリシティ効果 約3,098億円 約440億円 

                                                                

 
２ 決算見込と基金の設置 
（１） 決算見込           
 平成28年8月末時点における伊勢志摩サミット三重県民会議の決算見込は以下
のとおりです。（詳細は別紙１のとおり） 

   平成27年度 
（確定額） 

平成28年度 合 計 

収 入 641,064千円 171,189千円 812,253千円 

支 出 211,625千円 564,006千円
（予備費66,000千

円を含む） 

775,631千円 

収 支 429,439千円 △392,817千円  36,622千円 

 
（２） 基金の設置（案） 
  県民会議解散時（決算時）において残余となる金額（現時点、約１億円（※）を
予定）を平成29年度以降のポストサミット関連事業の財源とするため、新たに基金
を設置したいと考えています。 
 （※）約１億円＝上記（１）の36,622千円＋予備費の66,000千円 
  
① 基金設置の目的 
サミットの資産（レガシー）を三重の未来に生かすための事業に要する経費の
財源に充てることを目的とします。 
 

② 基金の設置年数 
ポストサミット期（次の国内でのサミット開催地が決定するまで） 

 
③ 今後の対応 
   平成29年 2月定例月会議に基金設置条例案を提出できるよう準備していきます。 

9 月 15日（木）まで取扱注意 資料２ 



 

３ 伊勢志摩サミット三重県民宣言（仮称）について 
サミットの成果を一過性のものとせず、さらなる次のステージへと展開し、次世代
に引き継ぎ、新たな「三重づくり」へとつなげていくため、県民が将来に向かってア
クティブ・シチズンとして活躍し行動するための「伊勢志摩サミット三重県民宣言（仮
称）（以下「宣言」という。）」をとりまとめていきたいと考えています。 
 
（１） 宣言の骨子案 
検討中。 

 
（２） 県民による議論 
宣言をまとめていく議論の過程においては、サミットで活躍していただいた
県民の皆さん等に参画いただく予定です。 
 

① 懇話会 
ア 一般部門 
懇話会「一般部門」として、サミットで活躍した県民代表（20数名程度）及
び新たに公募する県民の方（5名程度） 
イ 若者部門（数名程度） 
ウ 行政部門（県内29市町） 

  
② 個別の意見聴取 
上記に加え、キッズ・モニターアンケートの活用やサミットに関わった障が
い者の皆さん等からも意見聴取を行う予定です。 

 
③ その他の意見聴取 
ＳＮＳ（Facebook）による意見聴取も行う予定です。 

 
（３） スケジュール 
別紙２のとおり。 





 

 

 

 

【スケジュール】 

 検討過程に係るスケジュール 備考 
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※開催後、半年を目途 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２ 

【有識者】経営戦略会議(7/26) 

キーワード、視点を整理 

全員協議会(9/15) 

骨子案を作成 

〇宣言発表 

骨子確定・宣言検討 

宣言文確定 

【県民による議論】 

職員への意見照会 

懇話会 

（一般部門）（若者部門）（行政部門） 

個別の 

意見聴取 

ＳＮＳ 


